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ガージャール朝期旅行記史料研究序説

守　川　知　子

は　じ　め　に

　ガージャール朝（1210－1344／1796・一・1925）時代の主要史料として，年代記や文書史料と

並び，「一人称の記録」［Ashraf　l375s－b］と呼ばれるところの一連の史料群がある。この

「一人称の記録」とは，回想録（khatirat）や日記（rezRama），旅行記（safarnama）な

ど，著者が日常の自身の体験を一人称で記した叙述史料のことである。これまで，これらは

すべて「回想録」と一括して認識され，基本的な研究はこの認識に基づいて提示されてき

た1）。しかしながら，この中の旅行記とは，言うまでもなく「旅の記録」であり，旅という

非日常の特別な空所・時間の出来事を記すものであるがゆえに，回想録や日記とは一線を画

すと見なし得よう。もっとも，旅行記の中には，著者が自らの出典や来歴，時には宿望の思

想や過去の逸話など，旅行とは直接関係のないことについて触れている場合もある。逆に，

「回想録」と銘打った書物の中にも，著者が生涯のうちに行った旅行について述べることや，

さらには旅の記録も日常の記録もma男i］することなく，日記と称して記録している場合もある。

このように旅行記は，回想録や日記と分かちがたい存在であることも事実であるが，ガー

ジャール朝時代には，本稿で見るように，「旅行記safarnamajと題したペルシア語文献が

豊富に存在し，その数から見ても一つの独立した文献史料群として認識することが可能であ

る2）。

　一方，旅行記文献一般に関するイラン国内外の研究としては，イラン人による旅行記より

もむしろ，16－17世紀以降オリエント世界に目を向けた西欧人ら舞働人の書いた4ラン旅

行記にのみ注意が向けられており，ペルシア語への盛んな翻訳活動とともに，「外国入の見

たイラン（あるいはイラン人）」というテーマでの研究がより積極的に行われている3）。こ

1）IN　14（4）および同15（i）は，「イランの回想録特集」に充てられており，回想録の史料上
　の位置づけや，女性・トゥーーデ党。ユダヤ教徒・アゼリーなど少数派の鳳想録，ガージャール朝

　期の回想録から見た宮廷とその人聞関係に関する研究，および出版目録が掲載されている。この

　他，Fragnerが18－19世紀のペルシア語での回想録を包括的に検討しており，回想録の一形態
　として，数点の旅行記についても紹介を行っている〔Fragner　1979：13－493。

2）本稿では，書名や内容を参考に，旅行に際して書かれた旅の記録をr旅行記」と見なす。

3）　西洋人らを巾心とした外国人によるイラン旅行記を扱った研究としては，ガージャール朝期の

　旅行記100点を用いて，当時のイランの政治・平俗・文化を包括的にまとめたIn＄afpar　1363sが／
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のような外国人による旅行記は，啓蒙主義時代の西洋人特有の精緻な観察に基づく信頼に足

る史料であるとはいえ，オリエンタリズム的な物珍しさの助長を含め，イランの気候・風

土・慣習やイラン人の気質といったイラン紹介に関心が限定されているきらいがある。しか

しながらガージャール朝時代には，先述のように，非常に多くのイラン人により，イラン国

内外への旅行記が執筆されており，これらからは，イラン人の旅の様子のみならず，イラン

人自身がどのように諸外国や諸地方を見，また彼ら自身がどのように当時のイランを認識し

ていたかといった，彼らの関心や問題意識をも探ることが可能である。さらに近年，ガー

ジャール朝時代のペルシア語文献史料の校訂・出版がイランでは活発に行われており，今後

の近代イラン史研究にとっての根本史料として利用し得る便宜が図られっっある。

　本稿では，このような近年のイランにおける出版状況や三下動向を踏まえた上で，現段階

で確認し得るイラン人自身の手になるペルシア語旅行記を紹介し，その金体像を提示すると

ともに，これまでに欠けていた以上のごとき点をも明らかにしてくれる有益な吏料として，

その史料的価値の考察を試みる。

1　旅行記文学

　イスラム世界では，Na§ir－i　Khusraw（5／11世紀）やlbn　Jubayr（d，614／1217）など

により伝統的に旅行記が執筆されており，ガージャール朝に先立つサファヴィー三期（907－

1148／1501－1736）にも，κ履の一namaやSαfinα一」ノi　Sulαymdniなど，数点の注臣すべき

旅行記が書かれている4）。しかし，このように興味深い旅行記が書かれていた一方で，イラ

ン人自身はさほど旅行や旅行記に関心を持たなかったようである。17世紀後半に長年イラ

ンに滞在したフランス商人シャルダンは，「ペルシア人は散歩も旅行も好きではない。散歩

に関しては，これはわれわれヨ「ロッパの風習のうちで彼らがばかげたものと考える一つで，

遊歩道のそぞろ歩きなど気の狂った人の行為とみなしている」と述べた上で，酷熱のイラン

NX
狽
唐

　ある。また，対象とする蒔代は遡るが，外国人の目から見た当時のイランの三会や風俗を申心

　に紹介・検討したJawadi　1378sやQarlb　l377sの研究が挙げられる。地方研究の分野では，サ

　ファヴィー朝からガージャール朝時代までのマシュハドの変遷やレザー廟について考察した

　Tahir－niya　1376s，ホラーサーンの歴史，特にガージャール二期の政治的混乱を考察したTahiri

　l348s，古今東西の58人の旅行者によるエスファハーンに関する記述をそれぞれの著考ごとに紹

　介した王shraqU378s，33点の旅行記を用いて19－20世紀のロレスターンを扱ったAriya　l376s

　などが挙げられる。

4）Tabataba’i　1377sは，17－18世紀に書かれたこれら2冊を含む数点の「使節旅行記」を扱い，

　当時のイラン人使節は，西欧の使節とは異なり，厨新しいことにばかりに目を向けた物見遊山的

　な記述を多く行い，諸外国と比較した上でイランの立ち後れや問題点を指摘するにもかかわらず，

　国家システムの構造やその背景をより深く考察するといった視点に欠けているという興味深い見

　解を提示している。
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人の旅行への関心について，次のように記している。

　　　旅行に関していえば，たんに好奇心のためにする旅行は，散歩以上にペルシア人には

　　想像しがたい。臼歯のものとは違う風習を見たり，聞いたこともない言語を耳にしてわ

　　れわれが身におぼえる快楽を彼らはまったく知らないQ（略）

　　　この国の人びとは（略），自宅で休患している時にもっともよく徳をつみ，生の愉悦

　　を味わうことができると考える。つまり，財貨を得る臣的のほかは，良い旅ではないの

　　である。（略）

　　　ペルシア人が世界の他の国々の現状にはなはだ無知で，地理をまったく理解せず，地

　　図をもっていないということは，もちろん以上の気質に関係づけて考えるべきであろう。

　　なぜなら，他の国々を見たいと思う好奇心がほとんどなく，従って他国にいたる道や矩

　　離に関心がないことから，こうした無知無理解があらわれてくるのだから。彼らのあい

　　だには諸外国兇聞録も新聞雑誌も，手書きのニュースも情報取扱駈もない。〔シャルダ

　　ン：136－139］

　このシャルダンの雷によると，利益のない旅行を疎み，他国のことに無関心と認識されて

いたイラン人であるが，1－2世紀を経たガージャール朝時代になると，状況は大きく変化

する。

　イラン国内外の各図書館の写本目録や文献リストなどを基に，ペルシア語文献を収集・

紹介したMunzawiのFihristwdra　lこは，およそ400点の旅行記が掲載されている

［Munzawi　1374s：61　一　158］。この最も網羅され包括的に集められた文献昌録に暴づき，こ

の中から「ガージャール朝時代のイラン人自身の手によって書かれたもの」に限定して抽出

し，さらに現段階までに公刊されたものや，他の諸目録に挙げられているものを加え，かっ

重複やMunzawiの誤りを訂正した上で作成したものが稿末の3っの一覧表である。これに

よると，「ガージャール朝時代のイラン入による旅行記」は，およそ283点存在することが

確認される5）。

　この一覧表に基づき，執筆年代の確認し得るものについてのみ，シャーの治世ごとに区分

けして晃てみると，Fa顯‘Ali　Shah（在位1212－1250／王797－1834）：25点，　Mu漁mmad

Shah　（在位1250－1264／1834－1848）：15点，　Na§ir　aFDin　Shah　（在位玉264－13圭3／

1848一主896）：162点，M翼a至far　a1－Din　Shah（在位1313　一　1324／1896－1907）133点，

M晦ammad‘Ali　Shah（在位1324一圭327／1907　一　1909）：4点，　Abmad　Shah（在位1327一

5）　Munzawlの情報が曖昧な場合も多く，筆者窃身が確認し得なかったものもあるが，現段階に

　おいてはこのF乞1疵S勘伽αが最良のペルシア語文献召録であり，これを中心に扱うことに大きな

　問題はないと考える。また，この時代はインドでもペルシア語で多数の旅行記が執筆されており，

　AbO　T21ib　I§fahaniの漁ε歪γゼTdilibiなど，ペルシア語旅行記文学の先駆的かっ重要な作品も

　存在するが，これらに関してはテーマの関係上すべて省略した。
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1344／1909－1925）：18点となる［次頁表参照］。この中で，Na§ir　al－Din　Shahの治世は

48年と他と比べても圧倒的に長く，単純な比較はできないことを考慮に入れても，全体の

半数以上におよぶ旅行記が彼の治世中に執筆されていることは注目に値し，旅行記執筆の文

化が彼の時代を一つの頂点としていたであろうことが窺われる。

　Na＄ir　aレDin　Shah時代に旅行記が多く執筆されるようになった理由の一一つは，　この

シャー自身にあると考えられる。非常な旅行好きで知られている彼はその治世中に何度も

数ヶ月にわたる旅行に出かけているが，1286／1870年早春にはギーラーンへ巡遊し，この

とき初めて自身で旅行記を執筆［1一　19］して以降数度にわたって自らが筆をとって旅行

記を書くようになった6）。これら一連の彼の旅行記は，旅中の風累や出来事のみならず，同

行した関係者の様子や歴史的遺跡等についても詳細に述べるなど，彼の好奇心の旺盛さを表

しているが，その簡潔な文体は，後のペルシア語旅行記文学金般にわたる一つの規範とも

なっている。その証左の一つとして，Na6ir　al－Din　Shahの側近であった1‘timad　a1－Sal‡

anaは，当時のイランでの旅行記文学の隆盛について，　MA第8章「このH寺代7）に，イラン

にて発展した工業や学問，変化のあった風俗・習慣など」の中で，「旅行記文学の普及」と

称して次のように述べている。

　　　この賞賛されるべき行いを国王陛下自らが普及された。この新たな時代においては，

　　イランの民の優れた者のうち，旅行者でありながら益ある旅について記さない者はごく

　　わずかしかおらず，皆，この崇高な行為において，陛下の追随を行い，模倣に励んでい

　　る。［MA：127〕

　ここで述べられているように，ガージャール朝期の旅行記文学は，Na§ir　al－Din　Shahを

先導者としてそれに追随する形で宮廷内を中心に発展したと考えられ，それを裏付けるよう

に，執筆者の多くは，シャーや王子をはじめとした政府内の高位三三かあるいは役人など，

宮廷僕三者たち　（darbariyan）であり，民間人による旅行記は極めて少ないことも特徴の

ひとつである8）。また，今回抽出し得た旅行記の中では，女性の執筆者はわずか二人［1－66，

6）　主だった旅行を挙げると，　1．ホラーサーン　（1283／1866，1夏1一王8），　2．アタバート　（1287／

　1870，磁一36），3．ヨーmッパ（1290／1873，　1－18），4．マーザンダラーン（1292／王875，1一　21），

　5．ヨーロッパ（1295／1878，　1－17），6．ホラーサーーン（1300／1883，III一　29），7．ヨーmッパ

　（13G6　一　07／1889，　1－74），8．エラーケm＝アジャム（1309－1G／1892，　1－68）があり，第～回目の

　ホラーサーンとマーザンダラーンを除き，その腐すべてについて，彼自身の箪による旅行記が存

　在する。これらの旅行の他にも，彼は毎年狩猟や巡遊に出かけており，このうち1305／1888無ま

　での旅行については，MA：132　一　135参照のこと。

7）MAは，1306　一　07／1890年にNa§ir　al－Din　Shahの即位喚0犀を記念して執筆・出版された。

8）宮廷関係者が執筆者の多数を占めることは回想録の場合も同様であるが［Fragner　l979：5］，

　一一方でAshrafは，園想録の場合は短期聞ながらも立憲革命期（1900－1920）にその数が多いこ

　とを指摘しており，このことは，政府関係者や改革指導者・推進者が回想録の執筆者全体の四分

　の三を占めるという事実ととともに，旅行記とは異なる史料上の性格を表していよう［Ashraf
　1375s－a　：　432］．
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lll一　56］であり，女控が単独で旅行することが認められていなかったi当時の社会的な制約を

も反映していると見なし得る◎

　旅の行き先別に見ると，国内133点，国外150点となり，国外の大勢はヨーロッパやイン

ド，あるいはメッカなどへの巡礼の旅であるが，このような旅行記の種類や内容については

次章で詳しく検討する。

　また，この時代の旅行記は，旅の出発から目的地（あるいは帰国）まで，日記風に日々の

状況を綴ったものが多く，出発と鋼着の時刻，移動距離，地理的状況，旅の手段・方法，食

事や休息，物価や鉄道・船などの運賃，諸経費，宿の状況，土地の為政者・有力者の様子，

遺跡・建物や地域の産物などについて，技巧に走らない平易な文体で記されている。加えて，

先述のように，執筆者が宮廷関係者であることが多いため，イラン国内の地方のみならず

ヨーロッパなど他国においても，土地在住の有力者による出迎えや面会の様子，接待や饗応

の宴などが特に重視して書かれており，宮廷内外の有力者たちの人間関係を伝える非常に有

益な史料ともなっている点は麿過すべきではない。

治世および種類ごとに見た旅行記の数

FA Mh N Mz MhA A 不明 計（国内）

周遊 圭2 5 49 16 2 7 三3 圭04　（58）

官命 10 5 73 2 0 1 7 98　（57）

巡礼 3 5 40 15 2 10 6 81（18）

計 25 三5 王62 33 4 18　　　　26 283（133）

1］1旅行記の種類

　それでは実際に，如何なる種類の旅行記があるのかその内容について検討’する。283点の

旅行記は，どのような動機や目的でもって旅に出たか，という旅行の罵的に応じて分類する

と，以下の3つのジャンルに分けることが可能である。

　1．周遊旅行記（safarnama－yi　lahangardl）一周遊や見聞などレクリエーション的な

　　　旅の際に書かれた旅行記。

　2。甲州旅行記（safarnama－yi　ma’mitriyatl）一一シャーや政府高齢により任命された

　　　筥僚によって書かれた報告書の類の旅行記。

　3．巡礼旅行記（safama瓢a－yi　ziyaratl）一一メッカ・メディナへの巡礼およびアタバー

　　　トやマシュハドなどのイマーム廟への参詣の際に書かれた旅行記。

　この分類からも明らかなように，ガージャール朝時代の旅行記と一口に言っても，その旅

行の目的は様々であることが窺われる。すなわち，旅行というのは，一つにはその本来の意

味でもある，周遊を目的としたレクリエーション的あるいは物見遊山的な旅行が一般的と考

えられようが，しかし，ムスリムである彼らの場合には，Na§ir－i　Khusrawをはじめ伝統
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的にメッカ巡礼を主たる目的とした旅行がむしろ重視されており，従って巡礼に際して書か

れた旅行記も多数存在する。さらに，ここで「宮命旅行記」と銘打った旅行記は，この二代

に特有の旅行記であり，後述の如く，この種の旅行記がガージャール朝の旅行記文学の最た

る特徴であるとも考えられるほどである。以下，稿末の表を参照しっっ，それぞれのジャン

ルについて個別に検討する。

　1　周遊旅行記（safamama－yi　jahangardi）

　「周遊旅行記」とは，見聞のためあるいは何らかの事情で旅に出たときの旅行記と定義づ

けられ，いわゆる紀行文や見聞録といったものに相当する。ここでは104点の旅行記が数え

られるが，周遊や物見遊山以外にも，避暑や狩猟に出かけるなど遊興の色合いが濃いシャー

や王子の旅行［1－5，22，23，50，77，87など］や，病気療養のための旅行こ1－70，86］あるいは

政治的理由による亡命［1－14］もまたこの中に含まれている。

　行き先はイラン国内が58点と半数以上を占める。一方で外国の場合は，インド，エジプ

ト，トルコ，ヨーロッパ，アメリカ，中央アジア，中国，日本，東南アジアと非常に広範囲

にわたっている9）。このような諸外国への旅行の中で，当蒔最も重要であったと考えられる

のは，シャーによって代表されるヨー一　mッパ旅行である。Na§ir　al－Dln　Shahはイランの国

王としては初めて，1290／1873年にロシアを皮切りにドイツ・ベルギー・イギリス・フラ

ンス・スイス・イタリア。オーストリア・トルコを5ヶ月かげて歴訪し，その後も正295／

1878年，1306－07／1889年と計3度ヨーuッパに外遊している。このようなシャーの外遊

は，イランの軍事力や国力増強のための視察といった側面があったことも事実であるが，そ

の一方で旅の成果は非常に乏しく，かつ旅費を外国資本からの借款によって補っていたため

に，度重なる外遊は国家財政を逼迫させる主因の一つであると当時でさえも考えられていた。

にもかかわらず，続くMuZaffar　al－Din　Shahも，わずか10年あまりの治世の聞に，1317－

18／1900年，1320／1902年，1323／1905年の3度にわたって訪欧している［1－71，72，73］le）。

この二人のシャーに倣うかのように，ヨーmッパ旅行記を書き残した者は多く（12点），こ

のことからも，ヨーロッパが当時のイラン人にとって重要な意味を持ち，彼らがそこに多大

な関心を寄せていたことが窺われよう。それと同時に，西洋近代文明と接触した知識人や奮

力者らエリートが，自身の見聞録によって，イラン本国にS－mッパ文化の紹介と普及を意

9）　中央アフリカや南米に行った例は確認されないが，これらの地に関しては，西洋人らの旅行記

　の翻訳がNaSir　a1－Din　Shah期に1‘timad　a1－Sa1頓na管轄のDar　a1－Tarjurna（翻訳所）｝こて数

　多く為されている［MunzawL　ibid］。

lG）Mugaffar　al－Din　Shahの訪欧と国家財政の逼迫，およびシャー廟身のお粗末な内容の訪欧記

　については，Tai　a1－Saltanaが辛辣な筆致で述べている［タージ：3Q4　一　3G9，317］。また，この

　シャーの旅行記を扱った研究としてWickens　1983がある。
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図した啓蒙の側面があることも着過してはならない点である。

　また，周遊旅行記の中には，一箇所のみを目的として出かけるのではなく，中返東一帯や，

ヨーロッパからアメリカ，日本，中国，インドと世界一周の旅を行っている者も少なからず

いることは注目に値する［M，40，46，51，59，96］。彼らの場合，数ヶ月や時には数年にもわ

たる長旅を維持する費用をどのように調達したのかについてはあまり触れられていないが，

他の旅行記に見られるように，事前に借金をする場合［H－41］もあれば，イランからの送

金を受け取る場含［III一　64］もあったようである。この中で，例えば9ヶ月かげて世界を一

周した＄a肋af－bashiは，持参の宝石を売りさばくことで旅費を工面していたようで，その

ためか運賃や諸国の物価・俸給に至るまでを，「これまでの旅行記では十分に述べられてい

ない」〔1－41：21］として詳細に述べており，彼の旅行記の特徴は，諸国の物価に尽きると

雷っても過労ではないほどである。

　このような周遊旅行記は，疇に個人的な事柄や日常生活の記述に終始しており，内容が不

十分に感じられることもある。しかし，大半の著者は，彼らにとって目新しいものやあるい

は祖国や故郷とは全く異なる世界の状況をその著作の中で伝えようと努めている。他方，た

とえ物見遊山的な内容であっても，世界の各地へ旅し，その記録を書き残すということは，

当時のイランにおいて異国や異文化への関心が高まり，読み手と書き手の双方にとって旅行

記の需要があったことを示唆しており，国内の旅行に関して残された多数の旅行記とともに，

如餌なる形であれ，旅行記の執筆が当時の流行であったことを裏付けるものである。すなわ

ち，この時代の周遊旅行記は，他の国や地域に対する好奇心を持ち合わせたイラン人が，ど

のように異文化と接し，またどのような点に関心を持ったのかということを知る手がかりと

して，またとない情報を提供してくれるのである。

　2　官命旅行記（safamaraa－yi　ma’m忌riyati）

　ガージャール朝時代の旅行記の中で，これまで十分な検討が為されてこなかったが最も重

要な位置を占めると考えられるのが，「官命旅行記」である。官命旅行記とは，シャーや地

方長官らによって任じられた肝入が，当該地方に赴き，その任務の内容を君主らに報告する，

一種の報告書と定義することができよう。すなわち彼らの旅行の目的は任務遂行であり，旅

行記執筆は実地見聞に基づく報告書の提出という憎憎をもつ。この点において，これらの旅

行記は他の旅行記とは大きく性格を異にする。

　98点を数える官命旅行記には大きく分けて，1）国外に使節（llchi，　saflr，　wazir－i

mukhtar）として派遣される場合，2）特にイラン国内で，実地調査を含あ各地の情報収

集や視察のために派遣される場合，3）書記（munshl＞としてシャーや長野の旅行を記録

するために随行する場合11）の三種がある。

11）本稿では，書記によって代筆された旅行記は，執筆依頼者の旅行の目的に応じて分類されてい

　る£1一　14，21，22，50，56，77，87，III一　14，18など］。僅し，内容が行程の記録など公的な側藺が強い

　場合には任務と見なし，官命旅行記の申に含めた［II－2，31，37，64，91，92，94〕。
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　まず1）の場舎であるが，これらは「使節旅行記sifarat－nama」とでも称されるべきも

ので，ヨーロッパ［II－9，10，78，79，82，90，9112）］やロシアこII－12，17，22，33，42，45，59，60，

61，62，89］やインド［至1－4，5，7，83］に派遣された使節らによる旅行記が確認される。彼ら

は使節として派遣された際に，その本来の職務である条約の締結や慶弔の挨拶といった外交

上の諸問題に対処するのみならず，その国の軍事顧問から軍事制度について教わり国家予算

や歳入を調査する一・一一一方［II一　9　］，その国の地理や歴史にも造詣を深め，政治的な問題点につ

いても報告を行う〔II－33］など，他国を知るための情報収集もまた怠ることはない。

　このような使節旅行記の場合には，ヨーmッパやロシアに派遣された使節が圧倒的に多く，

これは当蒔のガージャール朝宮廷にとって，イギリスやロシアが，ヘラート帰属問題といっ

た領土問題の関係国ゆえに，外交上の最重要国であったためであることは言うまでもない。

一方で当時の隣国インドの場合は，旅行記の数は少なくはないが，S－mッパに比して軽視

されていたようで，ボンベイ総領事はヨーUッパー辺倒の風潮に一石を投じるべく，インド

の地理に関する書物を記すとその序文の中で述べているほどである［II一・7：2－4］。

　何れにせよ，ヨー一一　mッパやインドへの使節旅行記からは，自らの知見による情報に基づき，

諸外国の優れた制度やその現状をシャーに報告することでイランの発展を求めようとする使

節らの真摯な姿勢が窺えると同時に，その内容は，ガージャール朝の国際関係を研究する際

には欠かせない情報を含んでいることは言うまでもない。

　次に2）として，国内の情報収集や実地調査などのために派遣される官僚たちによる旅行

記が挙げられる。彼らの61i務は，地方長窟のもとへの使い［H－2王，40，73，95］や，反乱の

鎮圧や不穏な地方の情勢調査［ll－3，11，20，23，53，54，56，75］，路程調査［II－6，15，50，51，

53，70，71，72，87］，電報局設置調査〔H－49，8i］，ダムの調査［II－57，58］，さらには通訳や

ミッションの案内役［II－8，24］，寄進レンガの運搬［II－66］と，実に様々であるが，いず

れの三舎も，彼らは道中見聞したことを含め，地方の様々な状況をシャーや高官に報告する

義務を有していたようである。

　実地調査や情報収集のために派遣されている彼らの派遣先は，イラン国内にほぼ限られて

はいるが，ホラーサーン，スィースターン，ファールス，フーゼスターン，アゼルバイ

ジャーンとイランの全域に及んでいることがわかる。ホラーサーン方面では，カラーテ・・

ナーデリーやサラフス，グーチャーンといったロシア国境の諸都市に役人が派遺されており，

先のロシアへの使節旅行記などとあわせ，当時のこの地域への関心の高さを表していよう。

それと同様に，スィースターン・バルーチェスターンに関する旅行記も多く，この地域もま

た，ペルシア湾岸やフーゼスターンと並び，当蒔南方からイランに圧力をかけていたイギリ

12）　Amln　a1－Dawlaの生涯やその政治活動に関しては，彼の回想録や旅行記を申心に扱った

　Fragner　1979：77－120に詳しい。
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スの脅威に対し，政府が何らかの手段を講じようとしていた結果と考えられる13）。すなわち，

これらの国境付逓あるいは中央から遠く離れた地方への役人らの調査旅行は，国境問題が英

露との関係も含め重要な政治間縄であった等時のイランにとって，国境線や地方へ至るルー

トを確認し，その地方の実態を知るための有効な手段であったと見なすことができるのであ

る。トルコとの国境画定のために，1265－71／1849－54年まで6年をかけてイラン西部を

徒歩で調査した記録［II一　16］などはその最たるものと謡えよう。

　ところで当蒔，このような実地調査の際に重要な役割を果たしたのが技師（mghandis）

である。表Hからは数人の技師の名前が確認できるが［1王一6，13，24，36，53，58，87］，おそら

く彼らはDar　al－Funnn（王立理工科学校）の教師や学生たちであったと考えられi4），その

主な任務は，道路や電線敷設の調査など，技師としての能力を生かしたものであり，さらに

また，対象となる地方や町の地図の作製が重要な任務として課せられていた。圭7世紀の

シャルダンは，「イラン人は地図をもたない」と伝えていたが，イランにおける地図製作の

萌芽がこの時期に見られることは，上述の国境線の確定による領土国家の概念とも相まって，

今後考察に値する注目すべき問題であろう。

　以上述べたように，実地調査報告書の場合，執筆者は，政府が「（その地方の）状況によ

り通暁するように」［H－71：2］との目的でもって実際の測量の結果などを記録しているた

めに，他の旅行記と比べ，地理的な情報や地方の様子が具体的かっ詳細に記録されている。

また，個人的な事柄について述べたり，単に興味本位の珍奇なものの紹介に終わったりはせ

ず，調査対象地の歴史や風俗習慣，村落の規模，部族や少数派の状況，農業の様子や徴税額

の冤積もり，地方長官の対応および彼らの中央政府への帰属意識などについても雷及されて

いる場合がある。さらに，地方での政治的問題点を指摘する一方，自らの意見や見解を述べ

ることもある。これらのことから，国家の潮回の目から見たイラン国内の情勢報告は，地理

的な情報のみならず，中央と地方との関係についても示唆に富むなど，政治的・社会的にも

重要な内容を含む史料であることが明らかであろう15）。この点において，文体においては無

13）　Na§ir　al－Din　Shahは，1288／1871年に，「イギリス調査隊のi5日前には，スィースターンの

　地図とその状況をシャーに報告するよう」との命令を下し，役人を派遺している［Kirmani：19］。

14）最初期の端園の一つであるテヘランの地図（Najm　al－Mulkの監督下1309／1891無作製）の端

　書には，製作に携わったDar　al－FunUnの関係者として数人の名薗が記されている。彼らのうち，

　Mubammad　Mirza　Muhandisは当時最も奮能な技師の～人であったと考えられる。彼の生涯に
　ついてはさほど明らかになっていないが，Dar　al－Funanで学び，その後数十年間ガージャール

　朝窩廷に仕え，その間にイラン国内外の各地を旅し，道の状況や測量，地國の製作を行っていた
　ようである。彼の著書はII－6，53，87，　III－9，80の他に，　lughrdifiyd－yi　Rndbdr，ノπgん7頭yδヅ

　Tδ勲漉一ヅ！肱鍵盤短πなどイラン国内の地理に関するものが多く，すべて彼の調査旅行に際し

　て書かれたものである。

15）　本稿では扱わなかったが，官命を受けた旅行の産物として，旅行記ではなく地理書
　（jughrafiya）の形態で騒騒されている場合も多数存在する［Munzawi　1374s：159　一　264］。今後，

　動的な視点の旅行記と静的な視点の地理書といった叙述史料を重ね合わせることで，当時のイラ

　ンの地方の状況をより深く検討することが司能となろう。
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味乾燥とも言える役人によるこれらの旅行記は，外国入の兇たイラン観察記とは全く異なる

視点から様々な情報を提供しており，イラン国内の地域研究を行う際には必要不可欠な史料

となり得るのである。

　ここで興味深いことに，官命旅行記全体の特徴として，君主の治世ごとによるそれらの分

布を見ると，Na§ir　al－DIR　Shahの時代に73点と，全体の8割近いものがこの聴期に集中

して書かれていることが明らかとなる　〔48頁表参照｝。彼の時代が半世紀近くに及んでいた

とはいえ，周遊旅行記や巡礼旅行記の場合，彼の治－世中に書かれたものは全体の約半数であ

るという事実と照らし合わせてみると，官命旅行記に限っては，この時代に集中的に書かれ

たと見なすことができよう。その上，この種の旅行記は，Fatb‘Ali　ShahやMubammad

Shahの時代にも多い一方で，　Nasir　al－Din　Shah以後は大幅に数が減っている。この点に

関しては，今後さらなる検討が必要であろうが，窟命旅行記の大半はシャー自身が命令を与

えて調査に向かわせていることから，それぞれのシャーの国政に対する姿勢の相違が表れて

いるようにも愚われるのである。

　3　巡礼旅行記（safamama－yi　ziyarati）

　最後に，「巡礼旅行記」としてまとめられる旅行記が存在するが，巡礼旅行記とは，メッ

カ巡礼（bajj，‘umra）や，アタバート・マシュハドといった歴代イマームの墓廟への参詣

（ziyarat）を目的とした旅の際に書かれた一連の旅行記を指し，ここでは81点が数えられ

る。

　巡礼旅行記の中でもメッカ巡礼記はこれまでにも様々な形で紹介が為され，詳細な研究も

数多く出されているためE6），ここでは，イラクのアタバート（ナジャフ。カルバラー・サー

マッラー・カーズィマイン），イラン圏内のマシュハドおよびゴムといったシーア派聖地参

詣の旅を記した旅行記もまた，多数存在することを指摘しておきたい17）。中でも，表Ptから

も明らかなように，アタバートに関する旅行記は36点と，メッカの43点と比較しても決し

て少なくはない。この36点のうち，メッカ巡礼の前後にアタバートに立ち寄るという形式

を取らない，独立したアタバート参詣記は2G点存在する。これはかージャール朝期にオス

マン朝との関係が改善され，アタバートへの参詣が増加したことに基づいており，他の二代

にはあまり見られないこの時代特有の現象である。

　マシュハドへの参詣記（12点）はメッカやアタバートに比べるとはるかに少ない◎また，

16）　イラン人のメッカ巡礼旅行詑を扱った研究としては，Fragner　1979：20　一　24，　Farahani［IIF

　57］を中心とした坂本氏の一一連の研究1982，1992，2GOO，およびイラン人のメッカ巡礼を様々な観

　点から包揺的に扱ったJa‘fariyan　1379sなどがある。

17）　イラン人のアタバート参詣に関しては，小牧199iが1870年のNaSir　al－Dln　Shahの参詣を詳

　しく紹介している。
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ゴムの場合，独立した旅行記はさらに少なくなるが（8点），ゴムはテヘランから南方へ向

かう際には必ず立ち寄る聖地であり，そのルートを辿るほぼすべての旅行記から，ゴムの

マースーメ廟への参詣の様子は明らかとなる。他に，国内の主要な聖地としてはテヘラン南

方のレイにあるアブドゥル・アズィーム廟が挙げられるが，この廟への参詣を扱った独立し

た旅行記は存在しない。しかし，この廟はテヘランを出発した最初の宿泊地となっており，

ゴム岡様に他の旅行記からこの廟への参詣の様子を確認することは可能である。

　この他，巡礼旅行記としては異色のものとして，エスファハーンからマシュハドまでの聖

者廟を名前と簡単な経歴を付して紹介したもの［lll－77］や，技師としての職業柄か参詣の

際にも道の状況や地理を詳細に記録するMubammad　Mlrza　Muhandisの2書［III－9，　80］

がある。また，Mahdi　Quli　Khan　Hidayatのメッカ巡礼記［IIF　64］は，メッカ巡礼の前

に中国や日本を訪れ，巡礼後もヨーロッパを周遊するといった世界一周旅行記であるが，彼

の場合，イランを発つ主な理由が，失脚した宰tw　Amin　al－Sultan　Atabakの「メッカ巡

礼」に同行することであったため，メッカ巡礼は身の危険を感じる高宮にとってイラン脱出

の最も有効な口実であったことが知れよう18）。このことは，Atabakの前に宰相であった

Amin　al－Dawla〔1夏1－52］もまた，失脚後故郷に戻りそのまま程なくしてメッカ巡礼のた

めにイランを出国していることからも確認され，メッカ巡礼の瑚の側面がこれらの旅行記か

ら浮かび上がるのである。

　ところで，比較的簡単に旅することのできたマシュハドやゴムなど国内にある聖地に比し

て，メッカやアタバートへの巡礼の様子を旅行記に記録する主たる目的は，周遊旅行記に顕

著な異国の紹介というよりもむしろ，「（巡礼を行う）すべてのムスリムの益となるために」

［III一　80二286］であり，読者に対して，巡礼時の問題点，巡礼の日程，宿7白施設，費用，旅

中の危険姓などを知らしめる，巡礼の際の指南書となることを意図して書かれている。その

ため，彼らの申には，さして内容が新しくない場合，他の者と重ならないようにすべく，内

容の省略といった事態も見受けられる［III－72：233－234］。

　以上，巡礼旅行記からは，巡礼ルートや巡礼のやり方など，巡礼に関わる様々なことがわ

かると浄財に，一つのテーマにおける150駕に及ぶ豊富な史料状況から，聖地そのものや巡

礼の時代的な変遷を追うことも可能である。殊に，これまで十分に注意が払われてこなかっ

たイラン人のシーア派聖地参詣の実態を考察することで，ガージャール朝時代の巡礼の全体

像を把握し，当時のイラン人の精神世界や宗教観を検討することにまで踏み込んだ，より包

括的な研究がこれらの史料に基づいて行えよう。

18）　宰相Atabakは，失脚後わずか1週間で，「7ヶ月以内に帰国」との条件付でメッカ巡礼に畠

　るが，ガズヴィーンあたりまではどのルートでメッカに向かうのか，Hidayatら同行者にも知ら

　せない気の配りようであった£III－64：5－7］。
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お　わ　り　に

　本稿ではかージャール朝壁代のイラン人自身の手になるペルシア語旅行記283点を，「周

遊旅行記」「官命旅行記」「巡礼旅行記」の三種に分類して紹介した。これら多数の旅行記文

献は，17世紀には「旅行嫌い」で「他の国々の現状にはなはだ無知」であったイラン人が，

その時代とはうって変わって，好奇心を持ち含わせて，イラン圏内のみならず世界各地へ赴

いた産物である。本稿では個々の旅行記について詳細に扱うことはしなかったが，その各々

に特徴があり，それらからは，イラン人の見た異圏や異文化，イラン国内のルートや地方の

状況，シーア派聖地をも含めた巡礼の実態や意義など，今時のイラン社会やイラン人の関

心・問題意識を様々な観点から明らかにすることが可能となる。

　最後に，これほど多くの旅行記が書かれた背景について一言付言すれば，ガージャール朝

時代とは，外国，特に先進国として世界をリードしていたヨーロッパとの接触による内省の

時代，換言すると，外部からの影響を受けたイランが，政府やその高位高官レヴェルにおい

て，自己認識や自己再発見の模索を始めた時代であると言えるのではなかろうか。ヨーmッ

パからの技術や文化の流入は，政府を筆頭に，有力者や知識人をして，ヨーUッパに目を向

けさせ，一方イギリスやロシアの圧力により生じた国境問題は，政府をして，それまでさほ

ど注意を払うことのなかった地方に対して，確実な情報を求める意識を喚起させた。ヨー

ロッパ旅行記が多数存在することや，葭囲の内情を知ろうと努めた役人の報告書などはその

証左であろう。すなわち，当時の政府の関心は，諸外国の動向を知り，その優れた点を取り

入れようとする一一方で，国内に対しては，ルートの開発や地図の作製といった地理的な知識

の収集に加えて，各地方の歴史的・文化的な側面あるいはその帰属意識の掘握にも向けられ

ている。献呈される旅行記からは，常にその時々の地方や他圏の状況を知ることができるの

である。ゆえに，旅行記が最も多く執筆されていたNa§ir　al－Din　Shah期は，単に旅行記

執筆が文化面での流行であったということだけではなく，地方や他国を知ろうとする政府の

政策的意図が強かったのではなかろうか。この点に関しては今後さらなる検討が必要であろ

うが，当時なぜこれほど多量の旅行記が書かれたのかという問題に対する一つの解釈として

提示しておきたい。

　以上見てきたように，旅行記とは，単に文学的な興味や関心を満たす側面のみならず，当

時のイランの政治的・社会的な世相をも映し出す第一次史料でもあるのである。それゆえ，

ガージャール朝時代を研究するにあたり，年代記や文書史料および西洋人によるイラン観察

記と並んで，イラン人自身によって著された旅行記などの叙述史料を利用することで，政

治・社会・文化の各方面から当時の社会状況や人々の関心などについて，より一層研究を深

めていくことが可能であると考える次第である。
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守川知子

1一周遊旅行記

層α 旧　　　名 著　者　名 執筆年 僻簿　考　（麗的地等）

1
一Ayina－yi‘王brat

h
s
f
a
h
a
n
1
，

14c エスファハーン・シーラーズ・インド

2 Bad細‘a1一且thar　D Ma虹mad　Zarqa黛玉 ？ アメリカ

3 Barf　wa　Yakh
Wa彦ih　Bukharざ1　　　　・ 1288 ケルマーンシャー

4
Bustan　aレS1yaha2）　　　　　　　　　　　P 　　　　　　　髄yayn　aレ‘Abidin　Sh玉rwan亙 1248 アフガニスタン・インド・アラビア・シ

潟A・エジプト・トルコ・アルメニア

5 Tar1kh－i　Sarguζasht－i

las‘Odi3）

Mas‘O（歪Mi「za　z童11　　　　　　　　　1323　　　　　　　　　　■

≠戟|Sultan　　　　．

エスファハーン・エラーケ＝アラブ・

tァールス・ロレスターン

6
Tabsirat　al－Musafirin　　　，

ユ270－1308 タブリーズ・トルコ・マシュハド

7 MuFayya（玉名afar‘A賎Shah 1324 ？

8
　　　　　　　　一su暮fat　aレ‘Ala鶏wa多ayH
suhfat4）　　o

‘Abd　aレLatIf　ShOshtar玉　　　　　　　　，

1216一三9 シューシュタル弗バスラ。インド

9
Tu摯fat　aレFuqara’5＞ ‘Ali　Khan　Safa’aレSa1㌻ana

IUS｝玉taqI㌶a’ini

1300 マシュハド→タバス・ヤズド。ナーイー
@　　一　　　　　　　　　　　　一

刀Eアヘフン
10 Tuhfat　ai－Mul轟k　　， Mlrza　A．hmad　Tabatab直’韮　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　■ 1275 インド

11 ‘Abd　Aliah　Waz1r　Khan 1279 アグラ

12 Kh議tirat　　　酔 ？ 1919AD ヨーロツノぐ

13 Rukn　a1－Asfar Ghulam耳usayn　Khan
`f乞al　al－Mulk

1331 マーザンダラーン

14
Rum自z　aレSiyaha6）　　　　　　　　　　　，

Nalaf　Qul玉Mirza 1251－52 R捻aQu1I　Mirzきらのイラク・ヨーロッ

p行

15 Raznamcha－yi　Sa鉛r－i　Fars Farhad　M玉rza　Mu画tamad

≠戟|Dawla

1257－58 ファールス

16 Raznきma－yi　Safar擁

jhurasan
Sayy玉d∫alal　B嚢ran置 13－14c ホラーサーン

17 Raznama－yi　Safar－i

h）UWWU田一三Farangistan7）

1295 ヨーロツノぐ

18 R5znama－yi　Safar－l

earangistan8＞
1290－91 ロシア・ヨーロッパ

19 R｛ユznama－yi　Safar－i　Gilan　9） 1286 ギーラーン

20 ROznama－y王Sa∫ar－i

m1shab日r

　　　　　　　　　糟lゆammad　Agha
lu‘awin　a1－Fuqarざ

？ ニーシャープール

2王
R嚢znama－y正Sa£ar－i

�浮高≠剏ﾚba－MazandaraniO）

Muhammad　Hasan　Khan　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

P‘timad　aトSaltana　　　　　　　　　　，

亙292

o了

22 ROznama－yi　Shikar－i　Kun

翌＝@S田qan

Malik　Qasim　Qaj設r 1266 Nasir　alの1n　Shahの狩猟の記録

23 R嚢znama－yi　Farid
＜撃lulk玉D

Muhammad‘A11　Far1d　　，

≠P－Mulk　RamadanI

1315－18 フーゼスターン。インド・…ヨーロッパ

2嘆
R臼znama－yi　WaqayiLi

rafar－i　Mughan

？ タブリーズ締モガーン

25 Rah＿きwardL2） 耳asan　Wa填d　Dastglrd1 1311？ チャハール＝マハール・エスファハーン
26 Riya診a｝一Siyaha13）　　　　　　　　　　隔 　　　　　　　一yayn　al一‘Abidin　ShirwanI 1242 イラン

27 Sargu多asht　wa　Safarnama Ab自Turab　Fa乞l　Allah

jhawar＝Shar亙ff　Sh1raz夏

1257 ？

28
Safarnama Mirza　Asad　Allah　Khan

､sfandiyari
13－14c ペルシア湾

29
Safamama M玉rza　R玉乞a　T三byan

＜gMulk

1341 レザーイエ

30
Safarna狙aM） 耳uljat　al－Islam－zada

tsk苗

1343？ ？
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Nα 轡　　　　名 著　者　名 執筆銀 備　考（屋的地等）

31
Safamama A摯mad　Khan　Sartip

jabざ1　Shiraz正

1309　　・ 一　　　　　　　　　　　　一

t『ヘフン

32 SafamamaLδ） 1324 ハマダーン

33
Safamama MuhammaポAI1　　　層

o互sh－khidrnat

1300 タブリーズ→テヘラン

34 Safamama MahmUd　Farrukh　　　．

？ ロンドン

35 Safarnama 1317 シーラーズゆエジプト・イスタンブール

36
Safarnama Shaykh　Mゆammad

lazandarani
1327 ナジャフゆテヘラン

37
Safamama M1rza　Muhammad‘Ah　　　　　　　　，

jhan　Mu‘1陰al－Saltana　　　　　　　　　　　　　　■

1318 パリ

38 Safarnama pish－khidmat 14C ？

39
Safamama16） Yar　Muhammad　K二han　　　　　　．

raham　a1－Dawla

1307，

P312
ポジュヌルド→テヘラン

40 Safamama－yi　Ibrahim
Ibrahim　Sahhaf－bashi　　　　　　　卜　　　　　　　　「　　　　「

s
i
h
r
a
煎
■

1314－15 ヨーロッパ・アメリカ・臼本。香港・シ

塔Kポール・インド

41
　　　　　　　　　　　一rafarnama－yi　A萎arba11an MIrza‘Abd　al一刀usayn

rarrishtadar

1303 アゼルバイジヤーン

42 Safarnama－yi　Istanb自1 Shaykh　aレRa’is口ayrat
palar

？ イスタンブール

43
Safarn∈…rna－yi玲fahanL8）

M1rza　Muhammad　Salih　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　，

rh1razi

1227 エスファハーンゆテヘラン

44
Safarnama－yi　Isfahan［9） ‘Abd　aレ翠usayn　Malik

＜撃lu’arrikhin　K：ashani

1332 エスファハーン

45 Safamama－yi　I＄fahan ？ 1343 エスファハーン

46 Safarnama－yi　Awans Awans　Khan　Arman1 ？ ヨーロッパ。E体・韓国

47 Safarnama－yi　Bananiya Banan　I）aftar　R三勿a’1 1313 ？

48 Safarnama－y圭Tabbat　wa
surkistan

Sayyid‘lzzat　Allah 1227－28 チベット・トルケスタン

49 Safarnarna－yi　Tihran 1306 タブリーズー〉テヘラン

50 Safarnama－yi　Chaman－i
rultanlya

　　　　　　　　　　　　　　一ram　M互rza　Mulk　Ara 1275－76 Na＄ir　al－D加Shahのスルターニー工行

51 Safamama－yi翠ajji
oir＿zada2G）

Mゆammad‘Ah耳al算
oIr－zada　Nagin1

1306 インド・エジプト　・ヨーロッパ・トル

R・シ弓ア・イラク

52 Safarnama－yi　Khurasan
翌＝@Kirm議n2D

Ghulam琢usayn　Khan
`fゑal　al－Mωk

130レ02 ホラーサーン・ケルマーン

53 Safamama－yi　Khwaf　wa

a盃kharz

H
a
t
a
m
　
K
h
苗
田

1311 ハーフ・バーハルズ

54 Safarnama－yi　Kh自y22） 1307 タブ1ノーズ→ホイ

55 Safamama－y1　KhOy Mirza‘Abd　aトAmir

rhaykh　aレlsl自m

1325？ ホイ

56 Safam3ma－yi　Khazistan 13弓4c

57 Safarnama－yi　K：hiwa　wa

aukhara　wa　Samarqand

？ 1863AD ヒヴァ・ブハーラー・サマルカンド

58 Safamama－yi　Rこdbar Khusraw　Khan 1273 ノレードバーノレ

59 Safarnarna－yi　Sanglakh23） ？ 1288？ イラン・トルケスタン・トルコ・エジプト

60 Safarnama－yi　Siyah～K霞h
Muhammad　Hasan　Khan　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 13c スィヤーフクーフ

61 Sa王arnama呼i　Sh豆r言z 　　　　　　　　　　需eAbbas　Iqb毒1　Ashtiyani 1303 エスファハーン→シーラーズ

62 Safarnama－yi　Shlraz
Mirza　Fa彦I　A1｝ah

rOdakhr玉

？ シーラーズ

63
Safarnama－yi　Shiraz24） Mlrza‘Abd　a1－Wahhab

jhan　Nizam　al－Mulk　　　　　　．

1316 シーラーズ

64
Safarnama－yi　Shikag自25） Mirza　Muhammad‘A｝1　　　　　　　　，

jhan　Mu‘1n　aレSaltana　　　　　　　　　　　　　　「

1318？ シカゴ
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聾α 轡　　　　名 著　者　名 執筆年 傭　考（屋的地等）

65
Safarnama－yi　Tawalish26＞　　　　　　　　　　　●

Mlrza　Ab霞a1＿Nasr　　　　　　　　　　　　　，

13－14c タヴァーレシュ

66 Safarna鶏a－yi　Tihran27）　　　　　　　　　　　．

Khawar　Bibi　Sh議d1丘 1316 ポジュヌルド→テヘラン

67 Safarna鶏a－yi　T〔is　　　　　　　　　　　．

三3－14c トウース

68 Safarnama－y1‘王raqq‘Alaπn2呂） 1309－10 エラーケ隅アジャム
69 Safamama－yi　Fars Afkham　a1－Mulk ？ ファールス

7⑪
Safarna鶏a－yi　Farangistan29） Mas’Od　M1rza名111

＜gSult議n　　　　　．

1323 エスファハーン→ヨーロッパ

71 Safarnama－yi　Farangistan凄。＞ 1317 ヨーロツノぐ

72 Safarnama－yi　Farangistan3蓋） 1320 ヨーロツノぐ

73 Safarnama－yi　Farangis毛an 1323 ヨ一義ツノぐ

74 Safarnama－y量Farangistan32） 1306－07 ヨー仁1ツノぐ

75
Safarnama－yi　Farangistan33） Yar　Muhammad　Khan　　　　　　．

raham　a1－Dawla

1319 ポジュヌルド唖》ヨーロッパ

76 Safamama－yl　Farhashi ‘Ali　M晦ammad　Mutarlim ？ ホラーサーン→パフティヤーリー

77
Safarnaτ鳳a－yi

paracha－Dagh

1306 Muzaffar　a払Din　瓢irzaのタブリーーズ　　　．一》ガラーチェダーグ行

78 Safarnama－yi

paracha一王）agh

1292 タブ1ノーズ→ガラーチェダーグ・アルダ

rール
79 Safamama－yまQafqaz

Majd　aレSaltana　　　　　　　　　▼ 1313 コーカサス

80 Safarnama－y呈Kajlar
？ 13c

81 Safarnama－yi　Kurd玉s亀an

ｨusayn簸uhajir　Qarabaghi

1329 クルディスターン

82 Safarnama－yi　Kirman 　　　　　　　　　　　　一hsma‘11　Thaqib　AshtiyanI ？ ケルマーン

83 Safamama－yl　Klrman ？ 1309 タブリーズ→ケルマーン
84 Sa蚕arna瓶a－yi　Kaikatta Um互d‘A至玉Hala’蒙 ？ カルカッタ

85 Safarnama－yi　G11a職　wa

lazandaran　wa　Astarabad

？ 1276 単一ラーン。マーザンダラーン。アスタ

堰[バード

86 Safamama－yl　Lar亙lan
隔Ah　Qu玉1　M歪rza　rti乞ad

≠P－Saltana　　　　胴

1297 ラーり一ジャーン

87 Safarnama－yl　Mar言gha 1305 Mu写affar　a！一Din　M1rzaのマラーゲ行

88 Safarnama－yi　Maragha 1308 マラーゲ・サーヴェジボラーグ・ウルミエ

89 Safarnarna－yi　Hind自stan
MahmOd　Shiraz夏　　　． 1309 シーラーズ→ボンベイ

9G
Safarnama－yi｝王三nd自stきn Ab慧al唄usayn　Mirz盃

rhay辻h　al－Ra’1s　Qa妻ar

？ インド

91 Safarna蒲a－yi　Hind綾stan M1r　Sayy董d‘A韮i　Niyaz 123◎？ ブーシェフルー〉インド

92
Saf夏r－i　samlr1　wa　Safar－l
masiri　　c

Ghu韮am恥sayn　Khan
`f乞al　al－Mul総

1301 カラールダシ議ト・ターレガーン・アタ

oートーケテヘラン

93
Sawanih－i　Safar　　　　　　o 　　　　　　　　　　　　　　　　　一

qasht1　Isfahan茸　　　　　　，

1267 エスファハーン→ラシュト

94
Sawan圭h－l　Safar－1　　　　　　．

jhurasan jlrmani
1267 ホラーサーン

95 Siya華atnama ‘Abd　aレKarimレ！ush憾q 1841AD イギリス

96
Siya摯atnama－y玉】i｛ajj宝

rayya摯34）
M晦ammad‘Al三Sayya取
laha11醐　　　，

1276－94 ヨーロッパ・アメリカ・日本・中国・イ

塔h

97 Kitabcha－y三Musafarat－i

eArabistan　wa　Luristan

‘Abd　Allah　Qar溢guz1｛主 1308 アラベスターン・ロレスターン

98 Ganj－i　Shayigan M韮rza　Mu垣a蒲mad　Taq1
jhan　Ha絃m＿bash1　　　　　．

1299 フーゼスターン・ロレスターン

99
Mir’at　aレAhwa135）　　　　　　　　　愚 一Aqa　A華mad　131hbahan夏

jirrnanshahi

1225 イラク→インド

100 Musafarat－i　Ti飯s Mirza　TaqI　K：han↑ab1b 1288？ ティフリス
101 Muqabir－i　Hin（i

Isma‘il　Sahhab＿bashI　　　　　　「　　　　　　　・　　　　・

13－14c インド
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Nα 書　　　　名 著　者　名 執筆年 備　考（屋的地等）

102 Maq＄霞d－i　Jahan MaPmOd　M1rza　Qalar 1242 ホッラムアーバード吟冬営地

103
Hidayat　aレ＄adr玉ya　f玉

＜撃gidayat　al－Bashar豆ya

？ 14c インド

104 Yaddashtha－yi　Safar－i

gamadan36＞

IbrahIrn　Safざ1　　　　　　唖 1292 ハマダーン

）
）
）
）
）
）
）
）

皇
2
3
4
5
6
7
8

Lithography，　Bombay，　1914．

Lithography，　Tehran，　1315q．

Khadiw－jam，　ff．　（ed．），　Kha．tirat－i　Z．　itl　at－Sullan，　vol．　1－2，　Tehran，　1368s．

Muwaljhid，　＄．　（ed．），　Tehran，　1364s．

1）　Afshar，　1．　（ecl．），　FIZ　16，　1348s．　pp．　90－190．　2）　Gulbun，　M．　（ed．），　Tehran，　1366s．

Farman－farma’i，　A．　（ed．），　Tehran，　1361s．　IFraser，　3．　B．　（tn），　London，　1838．

Afshar，　L　（ed．），　Tehran，　1363s．　／Houtum－Schindler，　A．　＆　L．　de　Norman　（trs．），　London，　1879．

1）　Mustawfl，　’A，　（ed．），　Esfahan，　1343s．　2）　Qa2iha，　F．　（ed．），　Tehran，　1379s，　IRedhouse，　」．　W．　（tr．），　London，

1874，　repr．　California，　1995．

1）　Stada，　M．　（ed．），　Tehran，　1367s．　2）　Qa2iha，　F．　（ed．），　Tehran，　1377s．

Offset　of　1314q．　Tehran，　1356s．

Farld，　M．　（ed，），　Tehran，　1354s．

Lithography，　2vols．　Tehran，　1311s，

Rabbanl，　A．　IJ．　（ed．），　Tehran，　1362s．

Lithography，　Mashhad，　1303s．

Afshar，　1．　（ed．），　Tehran，　1367s．　pp．　53－84．

Rawshanl　Za’franlU，　Q．　（ed．），　Safarndima－yi　Saham　at－Datvta，　Tehran，　1374s．，　pp．　25－149．

Mushiri，　M，　（ed．），　Tehran，　1357s．

Afshar，　1．　（ed．），　MII　7，　1377s．　pp．　255－284．

3a‘fariyan，　R．　＆　‘A．　Rama2an　（eds．），　MII　3，　1375s，，　pp．　17－63．

Farmtin－farma’iyan，　lj，　（ed．），　Tehran，　2vols．，　1342－43s．

Rawshani　Za‘franlS，　Q．　（ed．），　Tehran，　1360s．

Farman－farma’iyan，　￥．　（ed．），　Tehran，　1342s．

Lithography，　Tabriz，　1291－95q．

Afshar，　1．　（ed．），　FIZ　13，　1344s．，　pp．　188－278．

ShahTdi，　H．　（ed．），　Tehran，　1363s，

Safawl，　1．　（ed．），　Tehran，　1346s．

Rawshani　Za‘frtinl“，　Q．　（ed．），　Safamama－yi　Sahdim　al－Dawla，　Tehran，　1374s，，　pp．　173－220．

Offset　of　1311q．　Tehran，　1362s．

Khadlw－jam，　H．　（ed．），　Khdi（irdit－i　Z．　itl　at－Sulga－n，　vol．　3，　Tehran，　1368s，

Shirazi，　A．　（ed．），　Tehran，　1363s．

Dihbashi，　‘A．　（ed．），　Tehran，　1361s．

Ri2wani，　M．　L　＆　F．　Qa2iha　（eds．），　3vols．　Tehran，　1373－78s．

Rawshani　Za‘franla，　Q．　（ed．），　Safarnama－yi　Saham　at－Dawla，　Tehran，　1374s．，　pp．　151－172．

Sayyah，　lj．　（ed．），　Tehran，　1346s．　IDeyhirn，　M．　N．　（tr．），　Mariland，　1998．

Dawani，　‘A．　（ed．），　Tehran，　1375s．

Lithography，　n．　p．　1337q．
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H一官命旅行記

漁 書　　　　名 著　者　名 執筆年 備　考（目的地・柾命者等）

1 AhwaH　Ch至n　甲

Edward　Birlis，　M1rza＄adiq 1261 中国（Bahman　Mirz撰）

2
Urd亡1－y玉Rumay自n…） Muha㎜mad　Hasan　Khan　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

P‘timad　a1－Saltana　　　　　　　　　■

130G Na§ir　aトDin　Shahのホラーサーン行の

L録

3 Badayi‘al－Samar　wa

vaqayi‘al－Safar

Shaykh　aレRa’夏s　Qajar 1292 マシュハドゆグーチャーン懐柔のための

g節

4

T言rikh－i　s三飴rat－i　　環ajj玉
P（halil　Khan　wa　Muhammad　　　　　　　　　　　　　．

tabi　Khan　2＞

？ 1216－21 インドへの使節（FA）

5 Tu章fat　a1－Khaqaniya
Sultan　Abαa玉＿Fath　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

�≠唐≠詩busa頭

1231 セパーハーン→インド　（FA）

6

Jughraflya　wa　Nam－i

lanazil　az　Tihran
b＝QShiraz3）

luhandis叶　‘Ali　Khan
luhandis

13G7 テヘラン＝ファールス間の路程調査

7
Jam－i∫am－i　HindOstan　4） ‘Ali　Khan　Wlqar　a1－Mulk

奄奄鰍¢�sabriz1

1316 ボンベイ総領事

8 Mirza　Jan　Shiraz玉 13c シーラーズゆエスファハーン通訳

9
寧ayrat－nama－yi　Sufara’6） Ab勲a1－Hasan　Khan　　　　　　▼

rh＝razi

1224－25 イギリスへの使節

10
Khula§a理i　Waqayi凸wa
r並a晦一iAりwa1－l　Hu＄ayn‘Ali　Khan

耳usayrドA11　Khan ？ フランス・イギリスへの全権公使

11
1）af圭5　al一（｝hurOr7） ‘Abd　aレ‘A飯Khan　Ad王b

≠P－Mulk

1275 アゼルバイジヤーンの不正調査

12
Da11I　ai＿Sufara’6＞ 玉229－31 Ab霞al一王｛asan　Khanのロシア使節醐の

L録

13
Rap臼rt－i　Siya垣at－i　Ml＄r

Muhammad　M蚕rza　　甲

luhandis
1296 エジプト（N）

14 R註POrt－i　Iくalaレi　NadirI ？ 1309 マシュハドゆカラーテ漏ナーデリー

15 RapOrt－i　Gardash　dar

j曲istanha
Su王ayman　Muhandis 1298 ガズヴィーン聯ギーラーン間の舗装道路

I定

16
Risa｝a－yi　Sa由addiyag） Ja‘far　Khan　Mushlr

♂､一Dawla　Tabri須

1265－71
イラン畿トルコ国境調査団　　　　　”（Mirza　Aqa　Khan　NOri）

17 Raznamcha－yi漁’mariyat一1
qOsiya

Z日aレFaqar ？ ロシアへの使節

18 R臼znamcha－yl　Mamlakat－i
jhurおan蓋。）

？ 13c ホラーサーン（聾）

19
　　　　　　　　　　　　　　　嘗qaznama－yi　Sifarat－i王shlk唱Aghas1 　　　　　　　　　　”

`ghas三

1301 ホラーサーンゆカーブルへの使節
iRukn　a1－Dawla）

20 R〔iznama－yi　Safa卜i

`starabadω

？ 1263 アスタラーバードへの懲罰軍

21 Raznama－yi　Safar－l

aur震jird

Ja‘far　Qu旋Khan 13c ボルージェルドへの使者（N）

22 ROznama－y呈Safar－i

jhwarazm12｝

Muhammad画AlI　Khan　　凸

fhaf込r

1257 ホラズムへの使節國の記録（M）

23
Kαznama－yi　Safaトi　Qa’ln量3） M韮rza　Khaniar　Khan 1293－94 ガーエンの情勢報告

24
R浪年na孤a－yi　Sa重ar－i　KirInan Mirza　Ri乞a　Khan　Sarbaz－i

luhandis
1322 ケルマーンへのインド貿易ミッションに

ｯ行（Mush1r　a1のawla）

25 Raznama－yi　Safar－i

kandanIの

Mlrza　Khan玉ar　Kh葭n 128◎一81 タブリーズ→ティフリス・ロンドン

26 ROznama－yl　Safar－i

l晦ammad　Taqi
Mゆammad　Taq玉
oish－khidmat　Talr玉shi

13c ハマダーン

27 R負znarna－yi　Safar一二MIrza
臨rza　Nasr　Allah　Sultan　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． 1241 マシュハド

28 R浪znama－yi　Saねr－i磁rat15＞ ？ 1268 ヘラートへの使者（N）
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Nα 書　　　　名 著　者　名 執筆年 備　考（鼠的地・任命者等）

29 Raznama－yi　Siya摯at M1rza‘Ali　Sarrishtadar 1278 タブリーズ→テヘラン

3G R自znam距yl　Musafarat－i
jalat

M…rza　Hasan　Khan　　　　　，

r玉pahsalar

1298 マシュハドー〉カラーテ嵩ナーデリー

31
　　　　　　　　一yubdat　al－Athar

Ab自Nasr　Fath　AIIah　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　，

jashan1　Shayban五

13c Nasir　ai－D＝n　Shah’

32 Sargu多ash樋球shmat
＜撃cawla

1brahim　Qu｝zOm　Isfahani　　　　　　　　　　　　　， ？ 球shmat　a1－Dawlaのホラーサーン統治

ﾌ記録

33 Sifarat－nama－yi

jhwarazm五6＞

Ri乞a　Quh　Khan｝王idayat 1268 ホラズムへの使籔（醤）

34
Safarnama【7）　　　　　』 M1rza　Hasan　Khan　　　　　・

lunsh歪

1300 ‘lzz　aレDawlaのロシア行に随行

35 Safarnama18＞ 130G ‘lzz　al－Dawlaのロシア行に随行

36 Safarnama－yi　A劣arbailan夏9） Su董ayman　Khan　Muhandis 1293－94 タブリーズでマドラサ開設

37
Safarnama－yi　A多arba＝jan2D） §醐b－inasaq 1296－97

Wャーン行に随行

38 　　　　　　　　　　　　rafamama－yi　AIInan Ya尊ya　Na阻1 玉306？

39 Safarnarna－yi　I§fahan ？ 13c

40
Safamama－yi　Isfahan　wa　　　　　　　　　　　．

ears

？ 1303 エスファハーン・シーラーズへの使者

41 Safamama－yi　Ami離
ｵashkar29

MIrza　Qahraman　Am玉n
kashkar

1300 Na＄ir　aレD1n　Shahのホラーサーン行に

渚s
42 Safarnama－yi　Bukhara ？ ？ ブハーラーへの使節（FA）

43 Safarnaraa－yi　Bal昏ch藍st議n22） ‘AlざaトMulk ？ バルーチェスターン

44 Safamama－yi　Ba1自chistan
？ ？ バルーチェスターン報告

45 Safarnama－yl　Pitruzb｛1rgh23）　　　　　　　　　　　， M妄rza　Hasan　Munshi　Asrar　　　　　■ 1298 ロシアへの弔問照の詑録

46 Safarnama－yi　Tabriz24） W菰Khan　Arakli 1266 タブリーズ（N）

47 Safarnama－yl
surkman玉stan25）

‘Abd　Allah　Qaraguz揃 1294－96 トルクメニスタン

48 Safamama－yi　Tifhs－
sihran26） P‘t1mad　aトSaltana　　　　　　　　　　，

1290 Na＄ir　al－Din　Shahの訪欧帰国時にティ

tリスにて残務

49 Safamama－yi　Tihran－
rhahrad－TOs　　　　　　　．

？ 1293 電線敷設調査（Mukhblr　al－Dawla）

50 Safarnama－yi　Tihr議n－Qazw互n ？ 1266 ガズヴィーン（餌）

51 Safarnama－yi∫un痘b－i
奄窒≠獅Q7）

？ 1256 エスファハーンゆシーラーズ・ブーシェ

tル（Mh）

52 Safarnama－yi　Khurasan28） Muhammad‘Ali　Munsh玉　　P 1299 Rukn　alのawlaのサラフス行の詑録

53
Safamama－yi　Khuras議n29） Muhammad　M1rza　　，

luhandis
1295 ホラーサーン地方の調査（N）

54
Safarnarna－yi　　　Khurasan
翌＝@S王stεn3G）

Muhammad正brきhim　　髄

jhud老…banda1｛1

13c ホラーサーン・スィースターン　（N）

55 Safarnama－yi　Khwarazm Lala＿bashi　Chardah玉

jalata　Damghan1

？ トルコマン・ホラズム（N）

56 Safarnama－yi　Khwarazm
翌＝@Kh1waq3峯〉

Isma‘蕪Sarhang 1280 サールー・ク・ヒヴァの鎮圧（N）

57 Safarnama－yi　Khazistan chakir－i‘Abd　aレQadir 1306 Nalm　al－Mulk報告の見積り確認

58
Safarnarna－y玉KhOzistan32） ‘Abd　a1－Ghaff農r　Najm

＜gMulk

1298－99 アフワーズのダム調査（N）

59
Safarnama－yi　ROs1ya33）

≠戟|Mulk　Afshar

1244 Mirza　Mas‘疫dのタブリーズ→ペテルブ　　　　　　　■

泣O行の記録（‘Abbδs　M玉rza）

60
Safarnama－yi　ROsiya脳） ‘Abd　aレSamad　Mlrza　61zz　　　　　　．

≠P－Dawla

1300 モスクワ・ペテルブルグへの代表圃
iN）

61
Safamarna－yi　Rαsiya35） ？ 1298？ マシュハド→アシババード祝賀使節

iRukn　a1－Dawla）
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醒α 書　　　　名 著　者　名　　　　　　　　　　　　L 執筆年 備　考（臼的地・任命者等）

62 Safarnarna－yi　San
oi‡rOzb自rg

琵abib　A｝1ah　Afshar．Qazwin韮 1271 Sayf　al－Mulk臨r－panlaのロシア弔問

ﾌ記録

63 Safarnama－yi　Sh1raz M曲ammad　Taq玉M正rza
qukn　al－Dawla

？ シーラーズの鉄道敷設調査（N？）

64 Safarnama－yi‘Abbas
lirza

13c ‘Abbas　Mirzaのアゼルバイジャーン→
Cラン東部遠筏の記録

65
Safarnama理｝‘Atabat36） Mゆammad　Husayn　Ra「1s

＜gKltab

1287 Na＄lr　a1一飯n　Shahのアタバート行程記

^
66 Safarnama－y1‘Atabat37） ‘AI1　Ri乞a‘Azud　a1－Mulk　　　　　　　　，

1283－84 アタバートへ寄進のレンガを運搬（N）

67 Safarnama－yi‘lzz　　　　・
≠戟QDawla38）

’Abd　al－Samad　Mlrza‘Izz　　　　　　．

≠P－Dawla

1290

68 Safarnama－yi　Farangistan ‘Uyaq 1290 韻文によるNasiral－Din　Sh3h訪欧の記録　　　　　　　　　「

69 Safamama－yi　Qum3の Ghulam恥sayn　Khan
`f乞al　aレMulk

1310 卜All　Taqi　M1rzaのゴム行に随行

70 Safamama－y｝Kirman40） Firaz　Mirza　Farman－farma 1298 ケルマーンゆバルーチェスターン（N）

71 Safarnama哩｝Kirman　wa
aal自chlstan4P

F豆r自zMirza　Farm撫一farma 1297 ケルマーンゆバルーチェスターン（N）

72 Safamama－yi　Kirman　wa
aa垣chistan

？ 1288 バルーチェスターンの地山作製（N）

73
Safamama－yi　Luristan　wa‘Arabistan

翠usayパA1歪Khan　Afshar 1266 フーゼスターンへの使節（N）

74 Safarnama－yl　Mazandaran ？
1292

sの韻文での詑録

75
Sa∫amama－yi　Marw42） Sayyid　M細ammad　N霞r1

kashkar－naw夏S

1277 Hishmat　a1－Dawiaのトルコマン鎮圧の
L録

76 Safarnama－yi　Mi§r ？ ？ エジプト・スーダン政情報告（N）

77 Safamama－yi　Mamasan143）
Mirza　Fattah　Khan　　　　　　　　髄

farmrOdi
1260－61 ママサニー・クーブギールーや調査

iMh＞

78 Safarnarna－yI　Mirza§ali摯
rh1raz14の

Mirza　Muhammad　Salih　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　■

rh正razi

1230 タブリーズ→ロンドン（‘Abb議s　M1rza）

79 Safarnama－yi　Mirza
eat懐h45＞　　　　．

Mirza　Fattah　K：han　　　　　　　　，

farm撮d夏
1253－55 翠usayn　Khanの代理としてタブリーズ

艫tランス・イギリス
8G Safarnama－yl　Yazd ？ ？ ヤズド（N）

81 Siya垣atnama－yi　JunOb ？ ？ エスファハーン・ヤズド。ケルマーンで
ﾌ電報局建設調査（N）

82 S1ya垣atnama汐i　Mush1r
＜撃cawla

Ja醇far　Khan　MushIr

≠P－Dawia

1277 イギリスへの特命大使

83 S｝ya垣atnama－yi　Hindむstan M1rza　Fa乞l　Allah　Khan
psayn1

1290－94 ボンベイ駐日の外交窟によるインド・ビ

泣}報告

84 Sharレi　Aれwa1－i　Quchan
Ibn　Mlrza　Muham無ad　　　　　　　　　　「

hbrah1m　Multahid1

1311 マシュハド→グーチャン弔問灘

85 S短kargahha－yi　Ardabli ？ 1283？ アルダビール近郊の狩場調査

86 ‘亙brat　li’1－Nazirin　　　　　　　　　， ？ 1284

87 Kitabcha～yi　Musafarat＿i
ears紛

Muhammad　M1rza　　・

luhandis
1308 シーラーズゆファールス地方の路程報告

iFarhad　Mirza）

88 Guzarish－i　Afghanistan
Aba　a1一｝iasan　Qandahar1　　　　　　・ ？ アフガニスタンへの祝賀使節

i耳ishmat　al－Dawla）

89 Guzarish－i　Sarakhs47） ‘Abd　AIlah　Sarhang 1296 サラフス（N）

90 Guzarish－i　Mirza　Malkurn
jhan

h
s
f
a
h
a
n
i
．

？ 欧州大使

91 Makhzan　a1－Waqayi‘48） 耳usayn　Surab1　Munshi 1272－74 大使Amln　aレDawlaの欧乱行の記録

92
Mir’at　al－Ar乞 M1rza　Muhammad　Khan　　　　　　　，

kawasani
1264 ロシアへの使節（罠）

93 Miゼat　al－Safar　wa　M1shkat
≠P＿Ha乞aピ9）　　．

P‘t三mad　al－Saltana　　　　　　　　　，

1295 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー

L録

94
P‘timad　al－Saltana　　　　　　　　　胸

1300

L録
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㌶α 書　　　　名 著　者　名 執筆年 備　考（穏的地・托命者等）

95 WaqayゴーFArゑ一i　Rah－i baradar－i　Sam　Mlrza 13c マシュハドへの使者（N）

96 Waqayi‘一l　Yawmiya－yi
httifaqIya

　　　　　　　　一eA11　Zayn　aレ’Abid玉n 1302？ ‘Aii　Naqi　Khanのアハル行の記録

97 Yadb自dh昏y宝Sifarat－i
hstanbむ15D

Khan　Maiik　sasani 14C イスタンブールのイラン大使館の記録

98 Ya（idashth昏yi　R稜zana Mirza　A＄ghar　Khan
salagr農fchi

1311 ホッラムアーバードの罐報縄員の記録

）
）
）
）
）
）
）
〉
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
＞
＞
＞
＞
＞
＞
＞
）
）
）
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）

一
2
3
4
5
6
7
8
9
0
且
2
3
4
5
6
7
8
9
G
匿
2
3
4
5
6
7
日
9
0
且
2
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
且
L
l
且
且
1
1
見
1
－
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3

35）

錨
鉛
謝
切
望
鋤
鋤
樹
婦
姻
姻
鵡
鋤
劒
鋤
鱒

Offset　of　i300q．，　Rtizndima－yi　Mir’dit　al－Safar，　Tehran，　1363s．，　pp．　37－92，

Mirza＄aliり，　Gh一翠．（ed．），　Tehran，1379s．

Al－i　Da’ud，　S．　‘A．　（ed．），　Dab　Safarnama　aa　funtib，　Tehran，　1368s．　pp．　117－227．

Lithography，　Tabriz，　1316q．

Afshar，　1．　（ed．），　MII　7，　1377s，，　pp．　241－253．

Mursilwand，耳．（ed，），　Tehran，1364s，ノCloake，　M．　M．（tr．），　London，1988．

Afshar，　1．　（ed．），　Tehran，　1349s．

Gulbun，　M．　（ed．），　Tehran，　1357s，

Mushiri，　M．　（ed．），　Tehran，　1348s，

1＄fahaniyan，　1〈．　（ed．），　FIZ　15，　134・7s．　pp．　327－358．

Zabihi，　M．　（ed．），　Astarabad　IVdima，　Tehran，　1356s．　pp．　91－103．

Ka’asl　‘Araqi，　M．　一￥．　＆　M，　一N．　Nasirl　Muqaddam　（eds．），　Tehran，　1373s，

Mabmadi，　M，　（ed．），　Safarndima－yi　Mi，za　Khanlar　Khdin，　Tehran，　i351s．　pp．　73－310．
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1）　Saler，　M．　（ed，），　Safa”iama－yi　‘A　bd　al．Samad　Mirzdi　‘izz　al－Dawla，　Tehran，　1374s．，　pp．261－355．　2）

Gulbun，　M．　（ed．），　Safarndima－yi　lrdin　wa　Rabsiya，　Tehran，　1363s．　pp．　23－76．

1）Gulbun，　M．（ed．），　MII　9，　pp．55－72．2）Istakhrl，　P．（ed．），　GB　l，1377s．，　pp．123－143．澗校訂者ともに，依拠し

た写本等について何ら述べていないため測定には注意を要するが，内容は両者とも醐一である。Istakhrlは，本

書の執筆年を1290年としているが，著者が執筆に際しfGak　Tappa征服（1298銀）後」と述べていることや，
「’yilan’yil（巴雑）」が1290年には合致しないこと，また同年にはRukn　al－Dawlaはホラーサーン長富ではな

かったことから，この書の執筆はGulbun校訂の1298年がより縮応しいと考えられる。
Afshar，　1．　（ed．），　Safarnama－yi　‘A　tabnt－i　Nasir　at－Din　Shdih　QdiJ’a－r，　Tehran，　1363s．　pp．　217－234．

Mursilwand，　lj．　（ed．），　Tehran，　1370s．

Salthr，　M　（ed．），　Safarnatna－yi　‘A　bd　at一一＄amad　Mirza　‘lzz　at－Dawla，　Tehran，　1374s．　pp．　185－260．

Mudarrisi　Tabataba’1，　U．　（ed．），　FIZ　22，　1356s．，　pp．　67－150．

Hafiqiyan・　Babuli，　A．　（ed．），　MII　5，　1376s．　pp．　467－494．

Ittibadiya　（Nizam　Mafl），　M，　（ed．），　Tehran，　1360s．

Rawshani　Za‘fraRIU，　Q．　（ed．），　Sah　Safania？na，　Tehran，　1353s．　pp．　73－144．

Fattabi，　F．　（ed．），　Safaniama－yi　Minaa　Eattdilz　Khdn　GarmnZdi，　Tehran，　1347s．，　pp．　992－1041，

Shahrastani，　M．　（ed），　Tehran，　1347s．

Fattaljl，　F．　（ed．），　Safarnama－yi　Mt－nedi　Fattdh　Khan　Garmradi，　Tehran，　1347s．，　pp．　725－909，
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m一巡礼旅行記

恥 書　　　　名 著　者　名 執筆年 係i　考　（目的地等）

1

Ab臼al一｝｛asan　Khan　　　　　　マ

eakhr　al－Mulk　Ardalan

1304 アタバート

2
Bazm－i　Ghar叉b2） Muhammad‘Ali　Khan　　　．

aur日lirdi

1261－62 シーラーズ吟メッカ・メディナ

3 Baz狙一i　Ghar1b Asad　AIIah　Khan　Shiraz至 1221 メッカ・メディナ

4 Tuりfat　a1一翠aramayn
Mirza　Ma‘sOm　K：hawar1　　　　　　　　．

sabr董z玉

13c メッカ・メディナ

5 Tゆfat　a1一耳aramayn　Wa
ra‘adat　aレDarayn3）　“

臨rza　Ma‘sOm　Na’lb　　　　　　　　，

§c一Sadr　ShirazI　　，

13G5 メッカ・メディナ

6
a1－Tadqiq　fi　Sayr　al－Tar1q4＞ M1rza　Muhammad‘Ah　　　　　　　　梱

jhan　Sadid　aレSaltana　　　　　　　　　　　　　　，

1308，

P314－16

ブーシェフルゆマシュハド。アタバート

7
Ta多kirat　aレlfarlq　fi　Ma＄a’ib

ﾕull凌z　Bayt　al一‘AtIq

Mu垣ammad‘Abd　aレ耳usayn
jarbala，1王｛ind1

1230－32 アタバートゆメッカ・メディナ

8 Tir擁Ala王dar　Sadamat－l
qah－i∫aba！5＞

？ 1299？ メッカ・メディナ・アタバート

9
Jughrafiya－yi　Flraq－i‘Ajam　wa’Arab Muhammad　M1rza　　　，

luhandis
1302 アタバート

10 JangaH　M自116＞ 冊Ayat　Allah　Aむ田ad　Zanlan正 1335 ザンジヤンーウゴム

11 ManSOr‘Ah　Shah　Qazw而 1248？ メッカ・メディナ

12 Kha賛rat－i　Safar－i理ajj8） Sui㌻an球usayn　Gunabad互 14C メッカ・メディナ

13 Dastan－i　Bar－yaftagan9） Mir　Sayyid　A加1ad　Hldayati 1338 アタバート。メッカ。メディナ

14
Dastan－i　Raftan－i　Nasir　　　　　　　　　　　　　　　　，

＜撃P）夏nShah　ba一‘Atab含t

1287？

15
Da1玉1　a董一Anam　fi　Sab三1　Ziyara

aayt　Allah　a1一輩ara翼1iO）

Su1臣n　Murad　Husam
＜gSaltana　　　　　，

1297－98 メッカ・メディナ

16
Dalil　a歪＿Za’irinu） ‘Abd　a1一‘Ali　Khan　Adib

≠戟|Mulk

1273 アタバート

17 RCznama ？ 1337－41 ハマダーンゆアタバート

18
R｛1znξ…rna－yi翠akIm

＜gMamalik且2）
瓢irza‘A蕪NaφHakim
≠戟|Mamalik

1283－84

王9
Raznama－yi　Safar－i
eAtabaトi‘Aliyat且3＞

M玉rza　Khanlar　Khan 1285 アタバート

20 R嚢znama－yi　Waqayi‘擁
rafar＿i　Karbala夏4）

？ 1272 アタバート

21 Safarnama 5Ali　I‘timad　Nizam　　　　　　　　　　　，

1300－06 アタバート

22 Safarnama 翠amza　Qajar 1277 マシュハド

23
Safarnama－yi　Isfahan　　t言　　　　　　　　　　　　　．

lashhad
？ 1317 エスファハーン弗マシュハド・レイ

24 Safarnama－yi翠1jaz Mirza　Mubammad馳sayn
r酸ahras捻n1

13－14c メッカ・メディナ

25 Safamama－y環ajl ？ 1316－17 メッカ・メディナ

26 Safarnama－yi耳ajj　aレBayが5｝ Mulla王brahim　Kaz撤n1 1315－16 シーラーズ→メッカ・メディナ

27
Safarnarna－y玉寿【ajj－i　Bayt
`llah　al－Haram　　　　　　　．

‘A11　Akbar　Mlrza’i ？ メッカ・メディナ

28
Safarnama－yi　Ra乞awi16）

＜戟諮ﾇama　TabrizI

1301 マシュハド

29 Safarnarna－yI　Khurasan止7） 1300 マシュハド

30
Safarnama－yi　zまyarat－i冊Astana尋l　Muqaddas

`srar　Tabrizi

1307 マシュハド

31 Safarnama－yi　5Atabat Mirza　Ri乞a　Kh浸n　Tibyan

＜撃lulk

1329 アタバート

32 Safamama－y1‘Atabat Mirza耳usayR　Khan　Ja面
luhal呈ran＝

1321－22 ハマダーン→アタバート

33 Safamam翫yi‘Atabat Sayyid　Jalal　Sh自shtar正 14C アタバート
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封α 書　　　　名 著　者　名 執筆年 備　考（臨的地等）

34 Safarnama或i‘Atabat
M互rza　Muhammad‘Az1m　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

jhan　Qandahari

14C ヘラート→アタバート

35 Safarnama－yi‘Atabat

≠戟|Dawla　Gullstana

1344－45 エスファハーン→アタバート

36 Safarnama－y孟‘Atabat且8） 1287 アタバート

37 Safamama－y至嘔Atabat19） Am恥a1－Shar‘KhむP玉 1328 ホイ→アタバート

38 Safamama－yi醇Atabat　wa
lakka20）

？ 1317－18 アタバート・メッカ・メディナ

39
Safam議ma－yi　Gharw夏21）

＜g‘Ulama　Tabr玉zi

1313 アタバート

40 Safarnama－yi　Qum 翠usayn　Piyada　N琢am 1313 ゴム

41 Safarnama－yi　Qum22＞ 1284 ゴム

42 Safamama－y重Qum 1300 ゴム

43 Safarnama－y至Qum23＞
∫a‘far　QulI　Kh3n　Mu‘in
≠戟|Sωtan　　　　　，

1300 ゴム

44 Safamama－yi　Qum2の Kamran　Mirza 1320 ゴム

45 Safarnama－yi　Karbala ？ 1299 アタバート

46
Safarnama－yi　　Karba｝a－yi
lu‘alla25）

‘A11　Khan　Safa　aレSaltana　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

maPini

1318 アタバート

47 Safarnarna－yi　Mashhad Sayyid　Shafr　K：han　Tifrishi 14C マシュハド

48 Safamama－yi　Mashhad Asad　Al励Wak11　aレMulk ？ マシュハド

丞9
Safarnama－yl　Mashhad M1rza　Ri勿a　Khan　Tibyan

＜撃lulk

1315 マシュハド

50
Safarnama－yi　Makka26） ‘A11　Khan　rtimad

＜撃raltana　　　　　「

1263 メッカ・メディナ

51 Safamama－yi　Makka27＞ 1336 アブハルゆアタバート・メッカ

52 Safamama－yi　MaRka28＞ ‘AII　Khan　Am1n　al－Dawla 1316 ギーラーン→メッカ

53 Safarnama－yi　Makka
Muhammad　Qayr王　　　， 1247 シーラーズ→メッカ

54 Safamama－yi　Makka
Muhalnmad　Ri乞a　　　，

1296－97 タブ1ノーズ→メッカ・メディナ

55 Safamama－yi　Makka
‘Al正Sadr　a1－zakirin　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

sihran至

1325 メッカ

56 Safamama－yi　Makka29） bint　Farhad　M正rza 1297－98 アタバート・メッカ・メディナ

57
Safamama－yi　Makka3。） Mゆammad耳usayn

earahan夏

1302－03 メッカ。メディナ

58 Safarnama－yi　Makka 1263－64 タブリーズゆメッカ

59 Safamama－yi　Makka3D Sayf　aレDaw董a　Sultan
luhalnmad　　　e

1279 メッカ・メディナ・アタバート

6G
Safarnama－yi　Makka32）

palar

1261 アタバート・メッカ・メディナ

61 Safamama－yi　Makka Mud貰r　al－Dawla 1321－22 メッカ

62 Safamama－yl　Mak装a鉤〉 Ibr2h1m　洩【ushtarl　Khurasan玉 1300 アタバート・メッカ

63 Safarnama－yi　Makka銅） M董rza　Da’ud　Waz頁r－i　Waza’if 1324 マシュハドーサメッカ・アタバート

64 Safamama－yi　Makka35＞ Mahdi　Quli　Khan　Ridayat 1321－22 メッカ・メディナ

65 Safarnama－yi　Makka M晦ammad翠usayn
gamadan1

1307 メッカ

66 Safarna蒲a－yi　Makka36） M更rza‘A田sfahani　　　　　　　　　． 1331 ナジャフ→メッカ

67 Safarnama－yi　Makka3了） ？ 1288 ナジャフ→メッカ

68 Safamama理i　Makka3B） ‘Abd　a1－Ghaf飴r　Nalm

≠戟|Mulk

1306？ アタバート・メッカ・メディナ

69 Safarnama－yi　Makka ？ 1316－17 メッカ・メディナ

70 Safamama覗i　Makka ？ 1319 マシュハド→メッカ

71 Safamama－y重Makka ？ 1309－1G メッカ・メディナ・アタバート
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72
Safarnama－yi　Makka39）

＜撃lulk
1306－07 アタバート・メッカ・メディナ

73 Safarnama－y｝Makka ‘Ali　Kh議n冠a恥艮1－Dawla 13c メッカ

74 Safarnama－yi　Makka ‘Abd　a1一翠usayn　Khan
`fshar

1299 メッカ

75 Safarnama－y…Munshトzada40） Mゆammad　Uusayn
lun曲i－zada

1338－51 ヤズド→マシュハド・メッカ。アタバー
g・ゴム

76 Safamama－yi　Manzむm　　　　　　　　　　　　　　，

Mirza　Jalayir 13c メッカ・カーズィマイン

77 ℃ra乞at　ai－1khwan　dar

rafarnama－yi　Khurasan4夏）
g
a
b
i
b
a
b
a
d
1
・

1338 エスファハーンゆマシュハド

78
‘A1亙ab琶d＿nama42） ‘A貰A§ghar　Khan　Am互n

≠戟|Sultan　　　　9

1304 ゴム

79
Mishkat　aレMusafir1n43＞ Huma目AI1　Akbar瀬shkat

≠P－Su1セきn　　　　9

1317 タブリーズゆアタバート

80 aトWa糞za　fi　Ta’r1f　Mad正na4｛） 1294 ヤンブゥゆメディナ

81 Hldayat　aトSab11　wa
jifayat　aレDam葡

Farhad　M1rza　Mu‘tamad
≠P－Dawla

1292－93 メッカ・メディナ

）
＞
＞
＞
）
）
）
）
）
）
）
）
＞
＞
＞
）
）
）
）
）
）
）
）
）
＞
＞
＞
｝
）
）

Σ
2
3
嘆
5
6
7
8
9
G
王
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
臼
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
i
匿
長
薯
ま
1
夏
1
1
且
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

）
）
）
）
）
）
〉
～
ノ
〉
）
＞
＞
）
）
）

飢
鎗
鈴
銅
舗
脆
解
路
鐙
狙
戯
犯
招
麟
菊

’Abbasi，　M，　一R．　（ed．），　Tehran，　1372s．

Mi‘rajl，　M．　M．　（ed．），　MII　6，　1376s．　pp．　739－803．
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Ka4imiya，　1．　（ed．），　Tehran，　1354s．

］a’fariytin，　R．　（ed．），　MII　5．　1376s．　pp．　263－32e．

1）　Farman－farma’iyan，　lj．　（ed），　Tehran，　1342s，　2）　Gulzari，　M．　（ed．），　Tehran，　1362s．　fFarmayan，　H．　＆　E．　L
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Mudarrisi　Tabataba’L　5．　（ed．），　FIZ　22，　1356s．　pp．　207－280．

Mulpactdith，　M．　H．　（ed．），　MII　5，　1376s．　pp．　11－118．
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表の作成にあたっては，主にMunzawl　1374sの「safarnamajの章に基づいているが，この

他にも，誤りが明らかな場合や欠落しているものについては，Fihrist－i　Nusakh－i　Khatti－

yi　Kitabkhana－yi　Milli　（levols．，　Tehran，　1343－58s），　Fihn’st－i　Kita－bha－yi　KhatFisyi

Kitdibkhana－yi　Milli－yi　Malih　wabasta　ba－A　stan－i　Quds　（vol．　2－3，　Tehran，　1354－61s），

Persian　Literature（vol．1－2，　L◎n（ion，1972）などの写：本羅録，　Fihγist－i　I〈itδbha－yi　Chdpi－yi

Farsi　（Tehran，　1350－55s），　Kitdbshinasi－yi　Ttnileh－i　／rdn　（Tehran，　1375s），　Fihn’st－i

漁ω乞薦一ryi　Safarndimahd－yi　marbUt　ba－frdin（Tabriz，1367s）などのカタログ，および公刊さ

れたものについては諸刊本を参照し，適宜修正を施している。重複している場合には，適当と思

われる書名を採粥した。

執筆年はヒジュラ暦。執筆年の不明な場合は旅行の無を挙げている。

旅行の出発地はテヘラン以外の場合のみ記し，テヘランを起点、とする場合には省略した。

憲命旅行記の　（）内は任命者を示し，略号は，FA　・・　Fatb‘Ali　Shah，　MhmMuhammad

Shah，　N　・＝　Na§ir　al－Din　Shahをそれぞれ表す。

出版されているものについては注をつけ，校訂者名と出版地及び出版年のみを記す。イタリック

は所収の書名。

本文中での［〕内の数字は，この3っの表に対応する。
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